
華インターネット「はらまち九条の会」で、「九条鯵弓手ち」の全号を見ることができます。
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l）年12月18日、日本のr匡l静連合jUN（The United Nations）加盟の日＞
◆自ら「国際連盟」を脱退し、第二次世界大戦（アジア・太平洋戦争）を引き起こ
した日本ですが、戦後11年、平和国家となって「国際連合」加盟がようやく満場
一致で認められました。◆世界の国は現在193か国ですが、「国際連合」の加盟国
は192か風未加盟国はバチカン市国1か国（オブザーバーとして総会には出席）。
本部はニューヨーク。◆左の国連のマークは、北極から見た世界で、この地図はど
こかか国が中央にきたり端になったりせずに、世界の国々を平等に見ることができ
る「正距方位図法」というそうです。まわりの葉は、『旧約聖書』の「ノアの箱舟」
の押詰で大洪水のあとで鳩がくわえてきた平和の象徴の“オリーブです。
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月24日現在、全国の「九条の会」は、この
1年で493戊曽え7卜294になりました。
宮城県内首長の九条の会や、保守系の九条の会、
数人の会、家族の会、そして若者にも増えてい
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同様、新成人に『憲法』小冊子を配布します。
原町区会場のゆめ惨っと前で、
I2時からI時30分手で配布。
昨年は事務局と会員の10名で約420名の
新成人に、37年前に旧原町市発行の『憲法』
小冊子復刻版をプレゼントしました。今年も
“のし袋”に入れて配布します。
●Jr掛捌撒菅さ万機
JJ層ダ〃競酢駕舌くだ創：七

市の“綴兵馨廃絶平和圭音”

r市民の意鼓伊南纏J市長公室長
012月10日、南相馬市議会で「南相馬市が
合併後新たに非核宣言をするかどうかは、市
民の意識が前提」、また「全国の非核宣言自
治体協議会への加入は今のところ考えていな
い」との市長公室長の答弁でした。○市役所
前にあんなに大きな「宣言都市」の看板を掲
げているのに消極的です。今後も平和運動の
一つとして働きかけ見ていきましょう。
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ご古劇んこ．劇靡伊ごま夢ぎA
▼2008年12月12日付F職日新聞J
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復員船の中で“9条草案”
全員が声を上げて
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経済同友会終身幹事・日本興亜損保相談役

【品川正治さん講演会】
11月15巳・郡山市

品川正治さん（82歳）の講演会は、全国でも県内各地
でも開催されていますが、いつも好評です。本会会員か
らも「お話を一度聞きたい」という声も多いようです。
▼2008年11月16日付F朝日新聞』
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！は信濃国（長野県信濃町）の農

≡三業誓…違重義萱蜃罠室琶芸；買藍器蓋…蓋書芸≡芸謹選蓋…策望藁
や議員さんが多いのですか、「九条の会」の真意が伝わるよう努力しましょう。l L52歳で結婚。○家庭生活に

は恵まれず、三度の結婚をするも
妻子に次々と死なれ∴文政10年、6
5歳で没した011月19日鯛
が命日で「づ鞄ですニ

務局より 0朋の／兎黒夢う夢亨ンてす0
廃棚7　俄を周哲多んようノど〝弼′
◇昨年は映画『日本の青空』で、今年もまた一年、大看
板建設などで会員の皆様にはこ理解とご協力をいただ
き、事務局一同、心より感謝申し上げております。
◇「九条の会」が教科書で紹介されたり、テレビや新聞
でもようやく報道される機会も多くなってきました。
市民として、父、母、祖父母、夫、妻、一個の人間と
して「戦争はいけない」という当然のことを主張する
卑屈になったり、身勝手で無理解な世間の日に

負けないで堂々としていたいものです。雛な
（市外局番惨　TEL0244）

シ◇来年は学
ニ習会や講演会もいいけど、いっそ思い切っ
こて、「花よりタンゴ」と言いますが、会員
の皆様に呼びかけて自由参加で、・お酒を飲
んで楽しく世事を大いに語り合う「大懇親
会を用己さし轟うJという話も出ています。
攣塵を買いますか？如何でしょう。

会不安、そして向寒の折、
年をお迎えください。

・平田應肇会長TEL24－7277・山崎健一事掩局長TEL22－8b37
・井上由纂（会計）TEL22－7577FAX26－0892・石田賢二TEL22－4037
・早場書斎TEL22－03Zb・番場寿子TEL．22－0775・岡田光生TELZ亨－7927　二二／
・事務局住所（〒975－0014　福島県南相馬市原町区西町3－53－2　山崎健一）


